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GMSK信号のヒストグラム

高速のヒストグラムによって最大偏移や中心周波数を

迅速に測定。

P-P偏移
測定マーカによってP-P偏移を

迅速に確認可能。最大偏移は

P-P値の半分。

中心周波数中心周波数を「変移」ピーク間

の中点として迅速に確認可能。
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現状
移動体通信システムでは、ディジタル
変調を使用する頻度が急速に増加して
います。1と0形式での情報は、しばし
ば２種類の異なった周波数で伝送さ
れ、これはMSK（ Minimum Shift
Keying）、またはデータがフィルタさ
れる場合はGMSK（Gaussian Minimum
Shift Keying）と呼ばれています。多く
のシステムでは、時分割多元接続
（Time Division Multiple Access: TDMA）
技術も使用されており、各周波数チャ
ンネルにおけるユーザの数を増やして
います。このTDMA、すなわちバース
トは、伝送が一度に２～300μsの間だ
け行われることを意味しています。

問題点
こうした信号の最大偏移や中心周波数
の値は、規格に適合する必要がありま
す。しかし、バーストを持つ信号の変
調を正確に測定することは、従来のモ
ジュレーション・アナライザでは困難
であるか、不可能でした。さらに、パ

ルス・カウンタはバースト内の周波数
を「平均化」するだけなので、中心周
波数の値は伝送された特定のデータ・
シーケンスの関数になってしまいま
す。CT2やDECTのターミナルの特性
を完全に評価するには、従来のテスト
技法では限界があります。

ソリューション
Agilent Technologies 53310Aモジュレー
ション・ドメイン・アナライザの高速
ヒストグラムは、バーストを持つ信号
の変調をリアル・タイムで容易に観測
することができます。周波数マーカは、
２つのピーク上に置くことができ、デ
ルタ値は最大偏移の２倍を自動的に読
み取ります。したがって、中心周波数
は単純にビーク間の中点ということに
なります。

注意：最善の周波数分解能を達成するためには、
RF信号を約20MHzまでダウンコンバート
する必要があります。アジレント・テクノ
ロジーのスペクトラム・アナライザのIF出
力は簡便なダウンコンバータとして利用で
きます。

CT2およびDECT無線システムにおけるGMSK変調の簡単な解析

複雑な信号のすぐれた解析方法は、
新しい発想と高度なテクノロジによ
って実現されます。アジレント・テ
クノロジーにより開発されたモジュ
レーション・ドメインによる測定で
は周波数あるいはタイム・インター
バルの連続測定を行い、意図的に発
生させた変調と意図しない変調の両
方を直接的かつ明確に表示、解析で
きます。

周波数解析の場合、モジュレーショ
ン・ドメインは従来の測定器では得
られなかった第3のディメンション
と言えます。タイム・ドメインでは
振幅（電圧）と時間を表示し、周波
数ドメインでは振幅と周波数を表示
します。それに対してモジュレーシ
ョン・ドメインでは周波数と時間の
プロットを行いますので信号に含ま

れる周波数変調の動特性のより直感
的かつ有効な解析手段として使用で
きます。

タイミング測定の場合、モジュレー
ション・ドメインではタイミング・
ジッタを直接観測し、定量化するこ
とができるため、タイム・ドメイン
における定性的観測よりも一歩進ん
だ解析が行えます。

モジュレーション・ドメインは複雑な信号の
解析に新しい視点を提供します。

関連アプリケーション
● G SMおよびPCN無線における
GMSK変調の測定

● 周波数ホッピングを利用したセル
ラ無線や秘話通信システムの周波
数ホッピング・シーケンスの測定

● 自動車無線のターン・オン時間の測
定

● 自動車無線のチャンネル切換え時
間やロック時間の測定

● VOCやフェーズ・ロック・ルーブ
の応答の特性評価


